
＜報告＞

＊「アキノ政権の国内安全保障政策と市民社会：
『建設的で批判的な関与』の可能性と課題」

山根 健至（立命館大学立命館グローバル・イノベーション研究機構研究員）

＊「ローカル・ガヴァナンスの制度と構造：
フィリピン地方分権の可能性と限界」

福島 浩冶（法政大学サステイナビリティ研究機構研究員）

＊「フィリピンの労働レジーム」
太田 和宏（神戸大学発達科学部准教授）

コメンテーター：

本名 純（立命館大学国際関係学部教授）

和田 幸子（名古屋学院大学大学院特任教授）

大倉 三和（立命館大学国際関係学部非常勤講師）

司会：

松下 冽（立命館大学国際関係学部教授）

藤田 和子（宇都宮大学名誉教授）

日時：2012年１２月１日（土）13:00～17:00

場所：立命館大学衣笠キャンパス 学而館２階研究会室２

主催：

立命館大学国際地域研究所プロジェクト「途上国研究会」

立命館大学R-GIRO研究プログラム「新しい平和学に向けた学際的研究拠点の形成」

特定非営利活動法人アジア・アフリカ研究所

お問い合せ先： 立命館大学国際地域研究所 E-mail: kokuchi@st.ritsumei.ac.jp

〒603-8577 京都市北区等持院北町56-1 Tel: 075-465-8244/ Fax : 075-465-8245 

事前登録不要
参加費無料
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